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図面の回転（傾きの補正・傾きの変更）

図面操作の「傾き補正」

コンテキストメニュー「傾きの変更」

LuxDesignで図面を回転する方法は下記の2つがあります。

■図面操作の「傾き補正」を利用する

○読み込んだ図面に傾きがあり、作業しずらい。

○一部の部屋に関してだけ傾きを変更して作業したい。

配置した図面全体が回転しますので、傾いているPDFデータなどを下図として利用したい場合の補正に適していま

す。作成済みの部屋や照明器具は一緒に回転しませんので、ご注意ください。

■コンテキストメニューの「傾き変更」を利用する

特定の部屋やエリアのみ傾きを変更して作業したい場合に適しています。傾きを変更した部屋に関しては、部屋レ

ベルの照度分布図や器具配置図などの提案資料にも傾きの変更が反映されますが、フロアレベルの提案資料に

は反映されません。

手順：1 物件、フロアを作成した後に図面を読み込む

図面を配置するフロアノードを選択し、「・・・」から「図面読込」をクリック。 読み込みたいデータを選択し、「開く」をクリック。

手順：2 読み込んだ図面データの「縮尺」を合わせる

図面を読み込むと自動的に起動する図面操作ダイアログの
「縮尺」を選択。

寸法線など距離が分かっている2点を選択し、ダイアログの「距離」に
メートルで寸法を入力した後に「適用」をクリック。

手順：3 読み込んだ図面データの「傾き補正」を行う

図面操作ダイアログの「傾き補正」を選択。
（手順は「クリックした2点を水平にします」を選択した場合となります。）

基点①と新しいX軸上（+方向）の2点を選択すると、図面が回転し新たな
X軸が水平に設定されます。最後に「閉じる」をクリックしてダイアログを終了。

新しいX軸

回 転「クリックした2点を垂直にします」を選択した場合は、基点と新しい
Y軸上（+方向）の2点を選択すると、図面が回転し新たなY軸が
垂直に設定されます。

①基点

②新しいX軸（+方向）

①基点
②新しいY軸（+方向）

手順：1 図面データを読み込んだ後に、傾きを変更したい部屋を作成

フロアノードを選択し、「・・・」から「部屋追加」 「図面から拾う」などをクリック。

こんな時に便利な機能です

部屋の形状をトレースし、部屋名や必要に応じて反射率などを入力して
「作成」をクリック。

手順：2 部屋の傾きを変更する

対象となる部屋ノードを選択し、「フロア表示」に切り換えた後、メインビュー上で
右クリックし、コンテキストメニューから「傾き変更」を選択。

基点①と新しいX軸上（+方向）の2点を選択すると、図面が回転し新た
なX軸が水平に設定されます。問題無ければ「はい」をクリック。

①基点

②新しいX軸（+方向）
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※本ソフトウェアの外観や仕様は、改善のため予告なく変更する場合があります。
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